
（
立
入
検
査
の
証
票
）

（
立
入
検
査
の
証
票
）

第
十
条

法
第
六
十
四
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す

る
法
第
二
十
九
条
第
二
項
に
規
定
す
る
証
票
は
、

様
式
第
四
と
す
る
。

第
十
条

法
第
六
十
四
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す

る
法
第
二
十
一
条
第
三
項
に
規
定
す
る
証
票
は
、

別
記
様
式
第
四
と
す
る
。

２

法
第
七
十
三
条
の
規
定
に
よ
り
法
第
六
十
四
条

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
立
入
検
査
の
際
に
機
構
の

職
員
が
携
帯
す
べ
き
証
票
は
、様
式
第
五
と
す
る
。

２

法
第
六
十
九
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
法
第
六
十

四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
立
入
検
査
の
際
に
機

構
の
職
員
が
携
帯
す
べ
き
証
票
は
、
別
記
様
式
第

五
と
す
る
。

（
電
子
情
報
処
理
組
織
に
よ
る
手
続
の
特
例
）

第
十
一
条

主
務
大
臣
が
経
済
産
業
大
臣
と
な
る
場

合
に
あ
っ
て
は
、
こ
の
省
令
の
規
定
に
よ
り
機
構

に
提
出
す
べ
き
申
請
書
、
届
出
書
そ
の
他
の
書
類

（
第
二
条
第
一
項
第
一
号
の
書
類
、
第
七
条
及
び

第
八
条
の
登
録
証
、
様
式
第
二
中
の
地
位
を
承
継

し
た
事
実
を
証
す
る
書
面
並
び
に
次
条
第
一
項
及

び
第
三
項
の
書
面
等
を
除
く
。
以
下
こ
の
条
及
び

次
条
第
一
項
に
お
い
て
同
じ
。）の
提
出
に
つ
い
て

電
子
情
報
処
理
組
織
（
機
構
の
使
用
に
係
る
電
子

計
算
機
（
以
下「
機
構
用
電
子
計
算
機
」と
い
う
。）

と
、
こ
の
省
令
の
規
定
に
よ
る
提
出
を
行
う
者
の

使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
（
以
下
「
提
出
用
電
子

計
算
機
」
と
い
う
。）と
を
電
気
通
信
回
線
で
接
続

し
た
電
子
情
報
処
理
組
織
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）

を
使
用
し
て
行
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

﹇
新
設
﹈

２

前
項
の
規
定
に
よ
り
行
わ
れ
た
こ
の
省
令
の
規

定
に
よ
る
提
出
は
、
機
構
用
電
子
計
算
機
に
備
え

ら
れ
た
フ
ァ
イ
ル
へ
の
記
録
が
さ
れ
た
時
に
機
構

に
到
達
し
た
も
の
と
み
な
す
。

３

こ
の
省
令
の
規
定
に
よ
り
機
構
に
提
出
を
し
よ

う
と
す
る
者
が
、
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
し

て
こ
の
省
令
の
規
定
に
よ
る
提
出
を
行
う
と
き

は
、
こ
の
省
令
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
機
構
用

電
子
計
算
機
に
備
え
ら
れ
た
フ
ァ
イ
ル
か
ら
入
手

可
能
な
提
出
様
式
に
記
録
す
べ
き
事
項
を
提
出
用

電
子
計
算
機
（
経
済
産
業
大
臣
が
告
示
で
定
め
る

基
準
に
適
合
す
る
も
の
に
限
る
。）か
ら
入
力
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
識
別
番
号
等
の
通
知
）

第
十
二
条

電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
し
て
前
条

の
規
定
に
よ
る
提
出
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
あ

ら
か
じ
め
、
経
済
産
業
大
臣
が
告
示
で
定
め
る
様

式
に
よ
る
書
面
及
び
事
実
を
証
す
る
書
類
（
以
下

こ
の
条
に
お
い
て
「
書
面
等
」
と
い
う
。）を
機
構

に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

﹇
新
設
﹈

２

機
構
は
、
書
面
等
を
受
理
し
た
と
き
は
、
当
該

書
面
等
を
提
出
し
た
者
に
識
別
番
号
及
び
暗
証
番

号
を
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。

３

書
面
等
を
提
出
し
た
者
は
、
提
出
し
た
事
項
に

変
更
が
あ
っ
た
と
き
又
は
電
子
情
報
処
理
組
織
の

使
用
を
廃
止
し
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
書
面
等

を
機
構
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

機
構
は
、
書
面
等
を
提
出
し
た
者
が
電
子
情
報

処
理
組
織
の
使
用
を
継
続
す
る
こ
と
が
適
当
で
な

い
と
認
め
る
と
き
は
、
電
子
情
報
処
理
組
織
の
使

用
を
停
止
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
準
用
）

（
準
用
）

第
十
三
条

第
二
条
か
ら
第
九
条
ま
で
並
び
に
第
十

一
条
及
び
第
十
二
条
の
規
定
は
、
登
録
外
国
試
験

事
業
者
に
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第

二
条
第
一
項
及
び
第
三
条
中
「
法
第
五
十
七
条
第

一
項
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
六
十
六
条
第
一
項
」

と
、
第
四
条
及
び
第
五
条
中
「
法
第
五
十
八
条
第

一
項
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
六
十
六
条
第
二
項
に

お
い
て
準
用
す
る
法
第
五
十
八
条
第
一
項
」
と
、

第
六
条
中
「
法
第
五
十
九
条
第
一
項
」
と
あ
る
の

は
「
法
第
六
十
六
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る

法
第
五
十
九
条
第
一
項
」
と
、
第
七
条
中
「
法
第

六
十
条
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
六
十
六
条

第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
六
十
条
第
二

項
」
と
、
第
八
条
中
「
法
第
六
十
一
条
」
と
あ
る

の
は
「
法
第
六
十
六
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す

る
法
第
六
十
一
条
」
と
、
第
九
条
中
「
法
第
六
十

三
条
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
六
十
六
条
第
三
項
」

と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
十
一
条

第
二
条
か
ら
第
九
条
ま
で
の
規
定
は
、

登
録
外
国
試
験
事
業
者
に
準
用
す
る
。
こ
の
場
合

に
お
い
て
、
第
二
条
第
一
項
及
び
第
三
条
中
「
法

第
五
十
七
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
六
十

五
条
第
一
項
」
と
、
第
四
条
及
び
第
五
条
中
「
法

第
五
十
八
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
六
十

五
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
五
十
八
条

第
一
項
」
と
、
第
六
条
中
「
法
第
五
十
九
条
第
一

項
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
六
十
五
条
第
二
項
に
お

い
て
準
用
す
る
法
第
五
十
九
条
第
一
項
」
と
、
第

七
条
中
「
法
第
六
十
条
第
二
項
」と
あ
る
の
は「
法

第
六
十
五
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
六

十
条
第
二
項
」
と
、
第
八
条
中「
法
第
六
十
一
条
」

と
あ
る
の
は
「
法
第
六
十
五
条
第
二
項
に
お
い
て

準
用
す
る
法
第
六
十
一
条
」
と
、
第
九
条
中
「
法

第
六
十
三
条
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
六
十
五
条
第

三
項
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

備
考

表
中
の
﹇

﹈
は
注
記
で
あ
る
。
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